
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 0.9％安と反落、今週は 2200ポイントで値固めか 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 0.9％安と反落。10日が祝日で休場のため、4日間の取引だった。韓国や米国の金融政策を巡って思

惑が入り混じる中、指数が 1 日ごとに上下する方向感に乏しい相場となった。インフレの加速で政策金利の引き上げが

続き、経済成長の妨げになるとの懸念から、休場明け 11 日は

前週末比 1.8％安と続落した。12日は一転して上昇。韓国銀行

（中央銀行）が同日、政策金利を 0.50％引き上げたが、中銀総

裁の記者会見を手掛かりにハト派色を強めたとの受け止め方が

広がった。13日は前日の米株安を受けて 1.8％安と反落。ただ、

同日に 9月米 CPIが発表され、米株式相場が急反発すると、14

日の韓国市場もこうした流れを引き継ぎ、IT株主導で大幅に反

発した。今週は心理的節目の 2200ポイントで値固めか。 

 

【ロシア】 RTS指数は週間で 1.4％安と 4週続落、今週も地政学リスクが重しか 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 1.4％安と 4 週続落。クリミア大橋の爆発やロシアによる報復を受け、地政学リスクの高まり

が嫌気された。週明け 10 日は前週末比 4.1％の大幅安。クリミア半島とロシアを結ぶクリミア大橋の爆発とそれに対す

る報復を受けてリスク回避姿勢が強まり、終値で 1000 ドルの

大台を割り込んだ。ガスプロムが配当落ちで急落したことや、

対ドルでのルーブル安も重し。指数は 12 日に 1.1％下落した

が、3 カ月ぶりの安値まで下げたルーブルが反発し、週後半は

続伸した。個別銘柄ではエネルギーのロスネフチが 11.4％高、

ノバテクが 7.5％高となった一方、エネルギーのガスプロムが

18.2％安、タトネフチ優先株が 5.8％安、産金のポリュスが 4.5％

安と下落した。今週は地政学リスクが引き続き重しか。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 2.5％高と 7 週ぶりに反発、今週は引き続き堅

調か 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 2.5％高と 7週ぶりに反発。企業スキャンダルで大きく下落したが、底打ち見通しが強まる中、海外

勢の買い越しを追い風に反発した。指数は週明け 10 日に前週末比 0.6％高となったが、11 日は 3.5％安と大幅反落。大

手不動産開発会社の会長が金融詐欺で逮捕されたことでセン

チメントが悪化した。ただ、2021年 1月以来となる 1000ポイ

ント割れまで下落し、底打ち期待が高まる中、海外勢が買い越し

に転じたことで指数は 14日まで大幅に 3日続伸した。個別銘柄

では金融のベトインバンク、ベトナム投資開発銀行、鉄鋼のホ

ア・ファット・グループが 2 桁高となった一方、金融のテクコ

ムバンクが 5.7％、不動産のノー・バー・ランド・インベストメ

ントが 3.8％、ビンホームズが 3.5％下落した。今週は堅調か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 1.2％安、今週は

連休明けの買い戻しに期待 

SET指数は 3日間の取引で 1.2％安と 3週続落。週後半に連

休を控える中、じりじりと下値を広げた。週初の 10日は、前週

末に発表された9月の米雇用統計が堅調だったことを受けて11

月の FOMC で 4 会合連続となる 0.75％の利上げが決定される

との観測が強まった影響で売られ、指数は続落。11日は米ドル

高バーツ安が進み売り優勢の展開が続くと、12日は 9月の消費

者信頼感指数が 44.6 と 8 カ月ぶりの高水準に達したものの補

えず、4 日続落して連休前の取引を終えた。今週も国内の経済

イベントが少なく、18日に発表される中国の 7－9月期の GDP

や 9月の鉱工業生産、小売売上高が意識されそうだ。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.7％安、今週は 9月の CPIに注目 

クアラルンプール総合指数は 4日間の取引で 1.7％安と反落。

買い材料に乏しく軟調な値動きが続いた。連休明けの 11 日は

世界的な株安に連動して終値で 5 日ぶりに 1400 ポイントを割

り込み、前営業日比 1.4％安と 3日続落。12日は 8月の鉱工業

生産が前年同月比 13.6％増と市場予想を上回ったものの効果

は薄く下値を広げると、13日は終値で 20年 4月以来の安値を

更新した。ただ、14日は前日の NYダウが急反発した流れで買

い戻され、終値で 6日ぶりに反発して取引を終えている。今週

は 19日に 9月の貿易統計、21日に CPIが発表される予定で、

前年同月比の CPI上昇率は 3カ月連続で 4％台になる見通し。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 3.0％

安、今週は 20日に中央銀行が金融政策決定会合を開催 

ジャカルタ総合指数は週間で 3.0％安と 3 週続落。週初に終

値で 7000 ポイントを割り込むと、その後も下げ止まらず、週

末まで 6営業日続落した。10日は米国の利上げ継続観測が高ま

り、世界経済の減速懸念が広がった影響で続落。13日は前日に

公表された 9 月開催分の米 FOMC 議事要旨でインフレを抑制

するため追加利上げを実施する方針が示されたことが売り材

料視された。14日は引け際の売りが足かせとなり、終値で約 3

カ月ぶりの安値を更新している。今週は 17 日の 9 月の貿易統

計発表に続き、20日には中央銀行が定例の金融政策決定会合を

開催する予定で、3会合連続での利上げが実施されるかが焦点。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

3.4％安、週末の終値は 21年 3月以来の安値を更新 

ストレーツタイムズ指数は週間で 3.4％安と反落。週末まで

7営業日続落と低迷した。週初の 10日は、米国の利上げ継続見

通しや中国株の大幅下落が売り材料視され、指数は前営業日比

1.2％安と 3 日続落。11 日は前日からほぼ横ばいだったが、12

日は終値で節目の 3100ポイントを割り込んだ。13日は米国の

9 月の CPI 発表を目前に控え前日比 1.4％安と売りが加速。14

日は 7－9月期の GDP速報値が前年同期比 4.4％増と市場予想

から上振れしたものの引け際の売りが痛手となり、指数は終値

で 21年 3月以来の安値を更新して取引を終えた。今週は 17日

発表の 9月の非石油地場輸出に対する市場の反応が焦点。 
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